
(57)【要約】

【課題】　装置の構成要素の故障およびこれに伴う油圧

の損失の後に、できる限り長い時間にわたってエンジン

が引き続き動作することを可能とするガスタービンエン

ジン（１０）用の非常潤滑装置を提供する。

【解決手段】　タービンエンジン（１０）用の潤滑装置

は、予備の量の潤滑剤（５２）を含むとともに潤滑剤入

口（５４）と潤滑剤出口（５６）とを備えるリザーバ（

５０）を有する。通常の動作モードでは、リザーバ（５

０）は、入口（５４）を通って潤滑剤を受け入れ、同時

に通常の流量で出口（５６）から潤滑剤を放出する。こ

の装置は、さらに、予備の潤滑剤（５２）が入口（５４

）を通って逆流するのを防止するとともに、潤滑剤圧力

が異常に低くなった場合などの異常動作時に通常以下の

流量で潤滑剤を放出させる手段を含む。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 通 常 の 動 作 モ ー ド お よ び 異 常 な 動 作 モ ー ド の 両 方 に お い て 潤 滑 を 要 す る 要 素 を 潤 滑 す る
潤 滑 装 置 で あ っ て 、
　 予 備 の 量 の 加 圧 さ れ た 潤 滑 剤 を 収 容 し 、 か つ リ ザ ー バ 内 に 潤 滑 剤 を 投 入 す る 潤 滑 剤 入 口
と 、 通 常 の 動 作 モ ー ド に お い て リ ザ ー バ か ら 通 常 の 流 量 で 潤 滑 剤 を 放 出 す る 潤 滑 剤 出 口 と
、 を 有 す る リ ザ ー バ と 、
　 潤 滑 剤 入 口 を 通 っ て 潤 滑 剤 が 逆 流 す る の を 防 止 す る と と も に 、 異 常 な 動 作 モ ー ド に お い
て 潤 滑 剤 出 口 を 通 っ て 通 常 以 下 の 流 量 で 潤 滑 剤 を 放 出 さ せ る 手 段 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 異 常 な 動 作 モ ー ド に お い て 、 加 圧 流 体 供 給 源 と 予 備 の 量 の 潤 滑 剤 と を 連 通 さ せ る 流 体 入
口 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 異 常 な 動 作 モ ー ド に お い て 潤 滑 剤 入 口 を 通 っ て 潤 滑 剤 が 逆 流 す る の を 防 止 す る 潤 滑 剤 入
口 弁 と 、 加 圧 流 体 と 予 備 の 量 の 潤 滑 剤 と を 連 通 さ せ る 流 体 入 口 弁 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ 記 載 の 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 流 体 入 口 弁 は 、 非 受 動 型 の 弁 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 潤 滑 剤 出 口 か ら の 潤 滑 剤 の 放 出 を 調 整 す る 潤 滑 剤 出 口 弁 を 含 み 、 こ の 潤 滑 剤 出 口 弁 は 非
受 動 型 で あ り 、 か つ 前 記 流 体 入 口 弁 は 受 動 型 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 潤 滑
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 非 受 動 型 の 弁 は 、 電 磁 弁 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 非 受 動 型 の 弁 は 、 電 磁 弁 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 通 常 以 下 の 潤 滑 剤 の 放 出 は 、 潤 滑 剤 の 加 圧 に よ る 放 出 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 通 常 以 下 の 潤 滑 剤 の 放 出 は 、 予 備 の 量 が 実 質 的 に な く な る ま で 持 続 す る 間 欠 的 な 放
出 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 通 常 以 下 の 潤 滑 剤 の 放 出 は 、 予 備 の 量 が 実 質 的 に な く な る ま で 持 続 す る 連 続 的 な 放
出 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 加 圧 流 体 は 、 タ ー ビ ン エ ン ジ ン の 作 動 媒 体 流 体 流 路 か ら 抽 出 さ れ た 作 動 媒 体 流 体 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 加 圧 流 体 は 、 軸 受 室 の バ ッ フ ァ 空 気 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 潤 滑 装
置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 潤 滑 を 要 す る 要 素 用 の 全 て の 潤 滑 剤 が 、 リ ザ ー バ を 横 切 っ て 流 れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 潤 滑 を 要 す る 要 素 は 、 軸 受 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 通 常 の 動 作 モ ー ド お よ び 異 常 な 動 作 モ ー ド の 両 方 に お い て 潤 滑 を 要 す る 要 素 を 潤 滑 す る
潤 滑 装 置 で あ っ て 、
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　 予 備 の 量 の 加 圧 さ れ た 潤 滑 剤 を 収 容 し 、 か つ 潤 滑 剤 入 口 と 潤 滑 剤 出 口 と を 有 す る リ ザ ー
バ と 、
　 通 常 の 動 作 モ ー ド に お い て リ ザ ー バ に 潤 滑 剤 を 投 入 す る と と も に 、 異 常 な 動 作 モ ー ド に
お い て 潤 滑 剤 入 口 を 通 る 潤 滑 剤 の 逆 流 を 防 止 す る 潤 滑 剤 入 口 弁 を 有 す る 潤 滑 剤 供 給 管 路 と
、
　 異 常 な 動 作 モ ー ド に お い て 、 加 圧 流 体 供 給 源 と 予 備 の 量 の 潤 滑 剤 と を 連 通 さ せ る 流 体 入
口 弁 を 有 す る 流 体 供 給 管 路 と 、
　 通 常 の 動 作 モ ー ド に お い て 通 常 の 流 量 で リ ザ ー バ か ら 連 続 的 に 潤 滑 剤 を 放 出 す る と と も
に 、 異 常 な 動 作 モ ー ド に お い て 通 常 以 下 の 流 量 で リ ザ ー バ か ら 潤 滑 剤 を 放 出 す る 潤 滑 剤 出
口 弁 を 有 す る 潤 滑 剤 出 口 管 路 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 通 常 以 下 の 流 量 の 放 出 は 、 間 欠 的 な 放 出 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の
潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 通 常 以 下 の 流 量 の 放 出 は 、 連 続 的 な 放 出 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の
潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 一 定 量 の 予 備 の 潤 滑 剤 を 収 容 す る タ ン ク と 、
　 異 常 な 動 作 モ ー ド に お い て 加 圧 流 体 供 給 源 と 一 定 量 の 予 備 の 潤 滑 剤 と を 連 通 さ せ る 流 体
供 給 管 路 と 、
　 通 常 の 動 作 モ ー ド に お い て タ ン ク 内 に 潤 滑 剤 を 閉 じ 込 め る と と も に 、 異 常 な 動 作 モ ー ド
に お い て 潤 滑 剤 を 調 整 さ れ た 流 量 で タ ン ク か ら 放 出 す る 手 段 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る
潤 滑 を 要 す る 要 素 用 の 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 加 圧 流 体 供 給 源 と 一 定 量 の 予 備 の 潤 滑 剤 と の 連 通 は 、 流 体 入 口 弁 に よ っ て な さ れ 、 潤 滑
剤 を 放 出 す る 手 段 は 、 異 常 な 動 作 モ ー ド に お い て 、 一 定 量 の 予 備 の 潤 滑 剤 が 実 質 的 に な く
な る ま で 調 整 さ れ た 流 量 で リ ザ ー バ か ら 潤 滑 剤 を 放 出 す る 潤 滑 剤 出 口 弁 を 有 す る 潤 滑 剤 出
口 管 路 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 調 整 さ れ た 流 量 は 、 潤 滑 剤 の 間 欠 的 な 放 出 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 記 載
の 潤 滑 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 潤 滑 を 要 す る 要 素 の 潤 滑 方 法 で あ っ て 、
　 通 常 の 動 作 モ ー ド に お い て 、 第 １ の 量 の 潤 滑 剤 を 供 給 し 、
　 第 １ の 量 が 中 断 さ れ た 場 合 に 、 限 ら れ た 時 間 に わ た っ て 第 ２ の 量 の 潤 滑 剤 を 間 欠 的 に 供
給 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 潤 滑 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 潤 滑 装 置 に 関 し 、 特 に 、 潤 滑 装 置 の 構 成 要 素 の 故 障 ま た は 動 作 不 良 が 発 生 し た
後 で も 、 限 ら れ た 時 間 に わ た っ て 潤 滑 剤 を 供 給 で き る タ ー ビ ン エ ン ジ ン 用 潤 滑 装 置 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 航 空 機 の ガ ス タ ー ビ ン エ ン ジ ン な ど で 使 用 さ れ る 潤 滑 装 置 は 、 軸 受 、 ギ ア 、 お よ び 潤 滑
を 要 す る 他 の エ ン ジ ン 要 素 に 潤 滑 剤 を 供 給 す る 。 典 型 的 に は 油 で あ る 潤 滑 剤 は 、 構 成 要 素
を 冷 却 す る と と も に 摩 耗 か ら 保 護 す る 。 典 型 的 な 油 潤 滑 装 置 は 、 オ イ ル タ ン ク 、 ポ ン プ 、
フ ィ ル タ な ど の 従 来 の 構 成 要 素 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 潤 滑 装 置 の １ つ の 構 成 要 素 の 故 障 、 動 作 不 良 、 ま た は 損 傷 が 発 生 し た 場 合 に は 、 潤 滑 さ
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れ る 要 素 へ の 油 の 供 給 が 中 断 さ れ る お そ れ が あ り 、 要 素 の 回 復 で き な い 損 傷 や 望 ま し く な
い 結 果 に つ な が り う る 。 例 え ば 、 エ ン ジ ン の 油 ポ ン プ が 故 障 し た 場 合 に は 、 こ れ に よ っ て
生 じ る 油 の 圧 力 損 失 に よ り エ ン ジ ン シ ャ フ ト を 支 持 す る 軸 受 の 過 熱 や 焼 付 き が 起 こ り 、 エ
ン ジ ン が 故 障 す る お そ れ が あ る 。 航 空 機 の エ ン ジ ン が 飛 行 中 に 故 障 す る と 明 ら か に 問 題 で
あ り 、 エ ン ジ ン が 敵 の 飛 行 空 域 で 軍 事 行 動 を 行 う 単 一 エ ン ジ ン の 軍 用 機 に 動 力 を 供 給 し て
い る 場 合 に は 特 に 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 限 ら れ た 時 間 に わ た っ て 潤 滑 さ れ る 要 素 に 油 を 供 給 し 続 け る よ う に 装 置 を 構 成 し て 、 エ
ン ジ ン が 仮 の 運 転 を 継 続 的 に 行 え る よ う に す る こ と で 油 装 置 の 故 障 の お そ れ に 対 応 す る こ
と が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 装 置 は 、 エ ン ジ ン を 安 全 に 停 止 し た り 、 航 空 機 お よ び 搭 乗
者 を 保 護 す る た め に 他 の 適 切 な 行 動 を と っ た り す る 時 間 を 航 空 機 の 乗 員 に 与 え る 。 軍 用 機
で は 、 こ の よ う な 装 置 は 、 味 方 の 空 域 に 戻 る 貴 重 な 追 加 時 間 を 乗 員 に 与 え る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 航 空 機 エ ン ジ ン 用 の 非 常 潤 滑 装 置 は 、 種 々 の 望 ま し い 特 性 を 有 す る 必 要 が あ る 。 装 置 は
、 で き る だ け 長 く 非 常 時 の 潤 滑 を 提 供 す べ き で あ る が 、 航 空 機 の 重 量 を 大 幅 に 増 加 さ せ た
り 、 航 空 機 が 多 量 の 非 常 用 予 備 潤 滑 剤 を 運 ぶ こ と を 必 要 と し て 貴 重 な 空 間 を 占 め て は な ら
な い 。 さ ら に 、 予 備 の 量 の 潤 滑 剤 は 、 継 続 し て 補 充 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 そ う で な け れ
ば 、 予 備 の 潤 滑 剤 の 特 性 は 、 時 間 の 経 過 に 連 れ て 劣 化 し て し ま い 、 非 常 時 に 使 用 に 適 さ な
い お そ れ が あ る 。 ま た 、 非 常 装 置 は 、 既 存 の 非 常 用 で な い 潤 滑 装 置 の ハ ー ド ウ ェ ア お よ び
潤 滑 剤 流 路 を 最 大 限 利 用 し て 、 専 用 の 非 常 用 ハ ー ド ウ ェ ア の 重 量 、 コ ス ト お よ び 複 雑 さ を
避 け る 必 要 が あ る 。 さ ら に 、 装 置 は 、 自 律 的 に 、 す な わ ち 航 空 機 の 乗 員 が 装 置 を 連 結 す る
た め に 操 作 を 行 う 必 要 な く 動 作 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 周 知 の 潤 滑 装 置 に は 、 通 常 の 動 作 時 に 高 圧 に よ っ て 潤 滑 剤 の 高 速 の 流 れ を 供 給 す る 一 方
で 、 異 常 す な わ ち 非 常 の 条 件 に お い て 潤 滑 剤 の 低 速 の 噴 霧 ま た は 重 力 流 れ を 提 供 す る も の
が あ る 。 こ の よ う な 装 置 に は 利 点 も あ る が 、 全 て の 用 途 に お い て 十 分 な も の で は な い 。 例
え ば 、 タ ー ビ ン エ ン ジ ン の 同 じ 方 向 に 回 転 す る シ ャ フ ト ま た は 逆 転 す る シ ャ フ ト の 間 に 使
用 さ れ る シ ャ フ ト 間 の 軸 受 は 、 一 般 に 、 シ ャ フ ト の 外 側 か ら 突 出 す る ス ク ー パ と 、 シ ャ フ
ト を 通 っ て 軸 方 向 に 延 在 す る （ シ ャ フ ト ボ ア を 含 み う る ） 潤 滑 通 路 と 、 を 含 む 潤 滑 剤 流 路
を 介 し て 潤 滑 剤 を 受 け 取 る 。 こ の よ う な ス ク ー パ は 、 エ ン ジ ン の 非 回 転 構 造 体 に 取 り 付 け
ら れ た 潤 滑 剤 ポ ン プ か ら 加 圧 さ れ た 潤 滑 剤 を 受 け 取 る と と も に 、 こ の 潤 滑 剤 を 通 路 に 運 び
、 こ れ ら の 通 路 に よ っ て シ ャ フ ト 間 の 軸 受 に 潤 滑 剤 が 案 内 さ れ る 。 ス ク ー パ と 通 路 は 、 高
速 の 潤 滑 剤 を 受 け 取 っ て 運 ぶ よ う に 設 計 さ れ て い る の で 、 潤 滑 剤 の 噴 霧 ま た は 重 力 流 れ な
ど の 低 速 の 潤 滑 剤 で は 十 分 に 動 作 し な い お そ れ が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 よ っ て 、 非 常 時 の 動 作 条 件 に お い て 既 存 の 潤 滑 剤 流 路 を 使 用 す る こ と が 望 ま し い 場 合 に
は 、 １ つ ま た は そ れ 以 上 の 潤 滑 装 置 要 素 が 故 障 し た 場 合 で も 潤 滑 剤 圧 力 を 維 持 す る こ と が
有 利 で あ る 。 （ 噴 霧 ま た は 重 力 流 れ な ど の ） 低 圧 の 非 常 潤 滑 剤 に よ っ て 非 回 転 構 造 体 と 回
転 シ ャ フ ト と の 間 の 境 界 面 を 埋 め て 軸 受 を 十 分 に 潤 滑 す る た め に 、 補 助 的 な 特 徴 部 や ハ ー
ド ウ ェ ア を 含 む こ と が で き る が 、 こ れ に よ っ て 望 ま し く な い 重 量 、 コ ス ト 、 お よ び 複 雑 さ
が 発 生 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 装 置 の 構 成 要 素 の 故 障 お よ び こ れ に 伴 う 油 圧 の 損 失 の 後 で も
、 で き る 限 り 長 い 時 間 に わ た っ て エ ン ジ ン が 引 き 続 き 動 作 す る こ と を 可 能 と す る ガ ス タ ー
ビ ン エ ン ジ ン 用 の 非 常 潤 滑 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。 他 の 目 的 は 、 軽 量 お よ び 小 型 で 、
か つ 自 律 的 に 動 作 す る 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 タ ー ビ ン エ ン ジ ン 用 の 潤 滑 装 置 は 、 予 備 の 量 の 潤 滑 剤 を 含 む と と も に
潤 滑 剤 入 口 と 潤 滑 剤 出 口 と を 備 え る リ ザ ー バ を 有 す る 。 通 常 の 動 作 モ ー ド で は 、 リ ザ ー バ
は 、 入 口 を 通 っ て 潤 滑 剤 を 受 け 入 れ る と と も に 、 同 時 に 通 常 の 流 量 で 出 口 か ら 潤 滑 剤 を 放
出 す る 。 こ の 装 置 は 、 さ ら に 、 予 備 の 潤 滑 剤 が 入 口 を 通 っ て 逆 流 す る の を 防 止 す る と と も
に 、 潤 滑 剤 圧 力 が 異 常 に 低 く な っ た 場 合 な ど の 異 常 動 作 時 に 通 常 以 下 の 流 量 で 潤 滑 剤 を 放
出 さ せ る 手 段 を 含 む 。 通 常 以 下 の 流 量 で の 放 出 は 、 予 備 の 潤 滑 剤 が 実 質 的 に な く な る ま で
持 続 す る 。 通 常 以 下 の 流 量 は 、 理 想 的 に は リ ザ ー バ か ら 潤 滑 剤 を 間 欠 的 に 放 出 す る こ と に
よ っ て 達 成 さ れ る が 、 通 常 の 放 出 流 量 よ り も 少 な い 流 量 で 潤 滑 剤 の 連 続 的 な 流 れ を 放 出 す
る こ と で 達 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 詳 細 な 実 施 例 の １ つ で は 、 潤 滑 剤 供 給 管 路 と 潤 滑 剤 出 口 管 路 と が 、 リ ザ ー バ の
内 外 へ の 潤 滑 剤 流 れ を 調 整 す る た め に 潤 滑 剤 入 口 弁 と 潤 滑 剤 出 口 弁 と を そ れ ぞ れ 有 す る 。
流 体 供 給 管 路 が 、 流 体 入 口 弁 を 用 い て 予 備 の 量 の 潤 滑 剤 と 加 圧 さ れ た 原 動 流 体 供 給 源 と を
選 択 的 に 連 通 さ せ る 。 通 常 の 動 作 時 に は 、 流 体 入 口 弁 に よ っ て リ ザ ー バ が 加 圧 流 体 か ら 分
離 さ れ る と と も に 、 潤 滑 剤 出 口 弁 が 潤 滑 を 要 す る 要 素 に 連 続 的 に 潤 滑 剤 を 放 出 し 、 こ れ と
同 時 に 潤 滑 剤 入 口 弁 が リ ザ ー バ に 新 し い 潤 滑 剤 が 流 入 可 能 と な る よ う に す る 。 異 常 な 動 作
時 に は 、 リ ザ ー バ の 外 側 の 異 常 に 低 い 潤 滑 剤 圧 力 に 応 じ て 潤 滑 剤 入 口 弁 が 閉 じ 、 こ れ に よ
り リ ザ ー バ 外 に 予 備 の 潤 滑 剤 が 逆 流 す る の を 防 止 す る 。 リ ザ ー バ 内 に 加 圧 流 体 が 流 入 可 能
と な る よ う に 流 体 入 口 弁 が 開 い て 、 こ れ に よ り 予 備 の 潤 滑 剤 が 加 圧 さ れ る 。 潤 滑 剤 出 口 弁
は 、 加 圧 流 体 に よ っ て 加 わ る 圧 力 の 影 響 の 下 で 潤 滑 剤 を 間 欠 的 に 放 出 す る よ う に 周 期 的 に
開 閉 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の １ つ の 利 点 は 、 影 響 を 受 け た エ ン ジ ン の 停 止 や 航 空 機 お よ び 搭 乗 者 を 保 護 す る
た め に 必 要 な 他 の 行 動 を 行 う 時 間 が 航 空 機 の 乗 員 に 与 え ら れ る こ と で あ る 。 潤 滑 剤 の 通 常
以 下 の 放 出 流 量 に よ っ て 、 こ の 時 間 が 延 長 さ れ る 。 他 の 利 点 は 、 非 常 装 置 が 、 追 加 の 補 助
要 素 を 必 要 と す る よ り も 既 存 の 非 常 用 で な い 要 素 を 利 用 す る こ と で あ る 。 こ れ に よ り 、 装
置 が 、 単 純 で か つ 信 頼 性 が あ る と と も に 、 小 型 、 軽 量 、 お よ び 安 価 で あ る こ と が 保 証 さ れ
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 航 空 機 の ガ ス タ ー ビ ン エ ン ジ ン １ ０ は 、 低 圧 圧 縮 機 １ ２ と 高 圧 圧 縮
機 １ ４ 、 燃 焼 器 １ ６ 、 お よ び 高 圧 タ ー ビ ン １ ８ と 低 圧 タ ー ビ ン ２ ０ を 含 む 。 低 速 シ ャ フ ト
２ ２ が 、 低 圧 圧 縮 機 １ ２ と 低 圧 タ ー ビ ン ２ ０ と を 連 結 し て い る 。 高 速 シ ャ フ ト ２ ４ が 、 高
圧 圧 縮 機 １ ４ と 高 圧 タ ー ビ ン １ ８ と を 連 結 し て い る 。 エ ン ジ ン 制 御 装 置 ２ ６ が 、 航 空 機 パ
イ ロ ッ ト か ら の 要 求 信 号 Ｄ お よ び エ ン ジ ン か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク 信 号 Ｆ に 応 答 し て 、 制 御
信 号 Ｃ を 種 々 の エ ン ジ ン バ ル ブ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ に 送 出 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 軸 受 ３ ０ が 、 非 回 転 の エ ン ジ ン 構 造 体 に 対 し て 低 速 シ ャ フ ト ２ ２ を 支 持 す る 。 シ ャ フ ト
間 の 軸 受 ３ ２ が 、 低 速 シ ャ フ ト ２ ２ に 対 し て 高 速 シ ャ フ ト ２ ４ を 支 持 す る 。 軸 受 ３ ０ ， ３
２ は 、 軸 受 室 ３ ４ 内 に 密 閉 さ れ て い る 。 典 型 的 に オ イ ル タ ン ク 、 ポ ン プ 、 フ ィ ル タ 、 お よ
び 脱 気 器 を 含 む 潤 滑 装 置 は 、 図 で は 管 路 ３ ６ と し て 概 略 的 に 示 さ れ て い る 主 潤 滑 流 路 を 介
し て 軸 受 室 ３ ４ す な わ ち 軸 受 ３ ０ ， ３ ２ に 潤 滑 剤 を 供 給 す る 。 潤 滑 剤 は 、 軸 受 ３ ０ ， ３ ２
を 冷 却 す る と と も に 潤 滑 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 作 動 媒 体 流 体 用 の 環 状 流 路 ３ ８ が 、 軸 方 向 に 延 び る 中 心 線 ４ ０ を 囲 む と と も に エ ン ジ ン
を 通 っ て 軸 方 向 に 延 び て い る 。 動 作 時 に は 、 圧 縮 機 １ ２ ， １ ４ が 作 動 媒 体 流 体 、 す な わ ち
大 気 を 加 圧 す る 。 加 圧 空 気 は 、 燃 焼 器 内 に お け る 燃 料 の 燃 焼 を 持 続 さ せ る 。 結 果 的 に 生 じ
る 燃 焼 生 成 物 は 、 タ ー ビ ン １ ８ ， ２ ０ を 通 っ て 流 れ 、 こ れ ら の タ ー ビ ン は 、 シ ャ フ ト ２ ２
， ２ ４ を 介 し て 圧 縮 機 １ ２ ， １ ４ を 駆 動 す る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 圧 縮 機 １ ２ ， １ ４ を 通 っ て 流 れ る 空 気 の 大 部 分 が 燃 焼 器 １ ６ に 流 入 す る が 、 他 の 用 途 の
た め に 圧 縮 機 か ら 空 気 の 一 部 を 抽 気 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 軸 受 室 ３ ４ の す ぐ 外 側 の
近 傍 に 、 あ る 量 の 加 圧 空 気 ４ ２ を 分 流 す る こ と が 一 般 的 で あ る 。 分 流 さ れ た 空 気 は 、 軸 受
室 ３ ４ 内 の 主 な 圧 力 よ り も 僅 か に 高 く な っ て お り 、 軸 受 室 ３ ４ か ら の 潤 滑 剤 の 漏 れ 防 止 を
補 助 す る 。 こ の 分 流 空 気 ４ ２ は 、 バ ッ フ ァ 空 気 と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 潤 滑 剤 リ ザ ー バ ５ ０ が 、 エ ン ジ ン の 非 回 転 構 造 体 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の リ ザ ー バ
５ ０ は 、 予 備 の 量 の 潤 滑 剤 ５ ２ を 収 容 す る 。 リ ザ ー バ ５ ０ は 、 潤 滑 剤 入 口 ５ ４ 、 潤 滑 剤 出
口 ５ ６ 、 お よ び 流 体 入 口 ５ ８ を 有 す る 。 主 潤 滑 流 路 ３ ６ か ら 枝 分 か れ す る 潤 滑 剤 供 給 管 路
６ ２ が 、 潤 滑 剤 入 口 ５ ４ ま で 延 在 す る 。 逆 止 弁 ６ ４ ａ と し て 示 さ れ る 潤 滑 剤 入 口 弁 ６ ４ が
、 潤 滑 剤 入 口 ５ ４ を 通 る 潤 滑 剤 の 流 れ を 調 整 す る 。 逆 止 弁 ６ ４ ａ は 、 局 部 的 な 潤 滑 剤 圧 力
に 応 答 し て 受 動 的 に 動 作 す る 。 つ ま り 逆 止 弁 の 位 置 は 、 弁 に 働 く 局 部 的 な 力 、 す な わ ち 弁
の 両 側 の 潤 滑 剤 の 圧 力 差 に よ っ て 直 接 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 潤 滑 剤 出 口 管 路 ６ ６ が 、 軸 受 ３ ０ ， ３ ２ に 潤 滑 剤 を 運 ぶ よ う に 潤 滑 剤 出 口 ５ ６ か ら 延 在
す る 。 電 動 の 電 磁 弁 ６ ８ ａ と し て 示 さ れ る 潤 滑 剤 出 口 弁 ６ ８ が 、 潤 滑 剤 出 口 ５ ６ を 通 る 潤
滑 剤 の 流 れ を 調 整 す る 。 電 磁 弁 ６ ８ ａ は 、 非 受 動 型 の 弁 で あ り 、 す な わ ち 弁 に 直 接 作 用 す
る 局 部 的 な 力 で は な く 制 御 信 号 Ｃ 1 に 応 じ て 動 作 す る ソ レ ノ イ ド に よ っ て 位 置 が 調 整 さ れ
る 。 電 磁 弁 ６ ８ ａ は 、 ２ 位 置 弁 で あ る が 、 本 発 明 の 変 型 例 で は 調 整 弁 が 有 利 で あ る か も し
く は 要 求 さ れ う る 。 さ ら に 、 機 械 的 に 、 ま た は 油 圧 、 空 気 圧 に よ っ て 駆 動 さ れ る 弁 な ど の
他 の 種 類 の 弁 も 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 流 体 供 給 管 路 ７ ０ が 、 流 体 入 口 ５ ８ か ら 加 圧 流 体 供 給 源 ま で 延 在 す る 。 逆 止 弁 ７ ２ ａ と
し て 示 さ れ る 流 体 入 口 弁 ７ ２ が 、 予 備 の 量 の 潤 滑 剤 ５ ２ と 加 圧 流 体 供 給 源 と を 選 択 的 に 連
通 さ せ る 。 図 示 の 例 で は 、 加 圧 流 体 は 、 軸 受 室 バ ッ フ ァ 空 気 ４ ２ の 一 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 エ ン ジ ン の 通 常 の 動 作 モ ー ド で は 、 主 潤 滑 回 路 が 軸 受 室 ３ ４ に 高 圧 の 潤 滑 剤 を 提 供 す る
。 主 回 路 の 潤 滑 剤 圧 力 に よ っ て 潤 滑 剤 入 口 逆 止 弁 ６ ４ ａ が 開 き 、 主 潤 滑 剤 の 供 給 の 一 部 が
リ ザ ー バ ５ ０ に も 流 入 し て 、 予 備 の 量 の 加 圧 さ れ た 潤 滑 剤 ５ ２ が リ ザ ー バ ５ ０ に 確 保 さ れ
る 。 以 下 で 明 ら か と な る よ う に 、 予 備 の 量 は 、 新 し い ま た は 最 近 保 守 を 受 け た エ ン ジ ン の
み で 確 保 す る 必 要 が あ り 、 エ ン ジ ン の 通 常 の 動 作 時 に 連 続 的 に 抽 出 さ れ る と と も に 補 充 さ
れ 、 リ ザ ー バ ５ ０ 内 に 閉 じ 込 め ら れ る 。 逆 止 弁 ６ ４ ａ は 、 潤 滑 剤 供 給 圧 力 が リ ザ ー バ ５ ０
内 の 圧 力 を 超 え て い る 限 り 開 い た 状 態 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 通 常 の 運 転 時 に は 、 電 磁 弁 ６ ８ ａ は 、 制 御 装 置 の 指 令 に よ っ て 開 位 置 と さ れ る 。 こ れ に
よ り 、 予 備 の 潤 滑 剤 ５ ２ が リ ザ ー バ ５ ０ か ら 通 常 の 流 量 で 連 続 的 に 放 出 さ れ る 。 予 備 の 潤
滑 剤 ５ ２ の 補 充 は 、 入 口 ５ ４ か ら リ ザ ー バ ５ ０ に 入 る 新 し い 潤 滑 剤 に よ っ て 行 わ れ る 。 よ
っ て 、 予 備 の 潤 滑 剤 ５ ２ は 、 経 年 に よ る 劣 化 の 影 響 を う け な い 。 リ ザ ー バ ５ ０ 内 の 圧 力 が
バ ッ フ ァ 空 気 ４ ２ の 圧 力 を 超 え る の で 、 流 体 入 口 逆 止 弁 ７ ２ ａ は 閉 じ た ま ま と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 主 潤 滑 回 路 の 動 作 不 良 ま た は 故 障 に よ っ て 軸 受 ３ ０ ， ３ ２ へ の 潤 滑 剤 供 給 が 中 断 さ れ る
と 、 こ れ に 付 随 す る 主 潤 滑 剤 圧 力 の 減 少 ま た は 完 全 な 損 失 に よ り 逆 止 弁 ６ ４ ａ が 閉 じ て 、
潤 滑 剤 入 口 ５ ４ を 通 っ て 予 備 の 潤 滑 剤 ５ ２ が 逆 流 す る の を 防 止 す る 。 電 磁 弁 ６ ８ ａ が 開 い
て い る 限 り 、 予 備 の 潤 滑 剤 ５ ２ は リ ザ ー バ ５ ０ か ら 軸 受 ３ ０ ， ３ ２ に 流 れ 続 け る 。 潤 滑 剤
が 引 き 続 き 放 出 さ れ る と 、 リ ザ ー バ ５ ０ が 次 第 に 減 圧 さ れ て 流 体 入 口 逆 止 弁 ７ ２ ａ が 開 き
、 こ れ に よ り 予 備 の 潤 滑 剤 ５ ２ と 加 圧 バ ッ フ ァ 空 気 ４ ２ と が 連 通 す る 。 バ ッ フ ァ 空 気 ４ ２
は 、 予 備 の 潤 滑 剤 ５ ２ の 圧 力 を 維 持 し て 、 出 口 管 路 ６ ６ を 通 っ て 軸 受 ３ ０ ， ３ ２ ま で 予 備
の 潤 滑 剤 ５ ２ を 押 し 出 す 。 上 述 し た よ う に 、 潤 滑 剤 が 、 シ ャ フ ト 間 の 軸 受 ３ ２ に つ な が る
潤 滑 剤 流 路 ま た は 低 圧 の 潤 滑 剤 を 受 け 入 れ る よ う に 設 計 さ れ て い な い 他 の 潤 滑 流 路 を 通 過
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す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 潤 滑 剤 の 圧 力 を 維 持 す る こ と が 特 に 推 奨 さ れ う る 。 バ ッ フ ァ 空
気 ４ ２ に よ る 潤 滑 剤 の 加 圧 に よ っ て 、 潤 滑 剤 の 加 圧 さ れ た 流 れ が リ ザ ー バ ５ ０ か ら 放 出 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 潤 滑 剤 を 節 約 す る に は 、 主 潤 滑 回 路 内 の 圧 力 セ ン サ な ど の 適 切 な セ ン サ が 、 潤 滑 剤 の 供
給 の 中 断 を 検 出 し て 制 御 装 置 ２ ６ に 知 ら せ る 。 続 い て 、 制 御 装 置 ２ ６ は 、 潤 滑 剤 出 口 ５ ６
を 通 っ て 潤 滑 剤 が 通 常 以 下 の 流 量 で 放 出 さ れ る よ う に 、 潤 滑 剤 出 口 弁 ６ ８ に 指 令 Ｃ 1 を 発
す る 。 指 令 Ｃ 1 は 、 開 位 置 と 閉 位 置 と の 間 で 弁 ６ ８ を 周 期 的 に 動 作 さ せ る こ と が で き 、 こ
の 場 合 に は 、 通 常 以 下 の 潤 滑 剤 の 放 出 は 間 欠 的 な 放 出 と な る 。 間 欠 的 な 放 出 は 、 潤 滑 剤 の
節 約 に 非 常 に 効 果 が あ り 、 異 常 な モ ー ド に お い て 長 い 時 間 に わ た っ て 非 常 運 転 を 提 供 す る
。 さ ら に 、 潤 滑 剤 の 間 欠 的 な 利 用 は 、 通 常 の 運 転 に は 十 分 で な い も の の 非 常 運 転 に は 十 分
で あ る こ と が 発 見 さ れ た 。 ま た 、 指 令 Ｃ 1 は 、 弁 ６ ８ を 開 い た 状 態 ま た は 部 分 的 に 開 い た
状 態 に 保 つ こ と が で き 、 こ の 場 合 に は 、 潤 滑 剤 の 通 常 以 下 の 放 出 は 、 通 常 の 動 作 モ ー ド に
お け る 放 出 流 量 よ り も 少 な い 流 量 で の 連 続 的 な 放 出 と な る 。 い ず れ の 場 合 で も 、 通 常 以 下
の 放 出 は 、 予 備 の 量 の 潤 滑 剤 ５ ２ が 実 質 的 に な く な る ま で 続 く 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 の 装 置 は 、 装 置 の 構 成 要 素 が 故 障 し た 後 も エ ン ジ ン が 継 続 し て 動 作 す る こ と を 可 能
に す る の で 、 加 圧 空 気 ４ ２ は 、 予 備 の 潤 滑 剤 ５ ２ を 加 圧 す る と と も に 軸 受 ３ ０ ， ３ ２ ま で
潤 滑 剤 を 押 し 出 す た め に 引 き 続 き 利 用 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 異 常 な 動 作 モ ー ド に も か
か わ ら ず 、 エ ン ジ ン 動 作 が 継 続 さ れ る 。 エ ン ジ ン 動 作 の 継 続 に よ っ て 、 リ ザ ー バ ５ ０ に 加
圧 空 気 が 中 断 な く 確 実 に 供 給 さ れ 、 こ れ に よ り 、 軸 受 ３ ０ ， ３ ２ が 潤 滑 剤 を 受 け 取 り 続 け
る と と も に エ ン ジ ン が 異 常 な モ ー ド で 動 作 し 続 け る 。 潤 滑 剤 が 通 常 以 下 の 流 量 で リ ザ ー バ
５ ０ か ら 流 れ る の で 、 軸 受 ３ ０ ， ３ ２ の 摩 耗 が か な り 加 速 さ れ て 交 換 が 必 要 と な る お そ れ
が あ る 。 そ れ で も 、 通 常 以 下 の 量 の 潤 滑 剤 は 、 リ ザ ー バ ５ ０ 内 の 予 備 の 潤 滑 剤 ５ ２ が な く
な る ま で 、 エ ン ジ ン を 安 全 に 動 作 さ せ る の に 十 分 で あ る 。 航 空 機 の 乗 員 は 、 追 加 の 運 転 時
間 を 利 用 し て 、 航 空 機 と 搭 乗 者 を 保 護 す る と と も に 軸 受 ３ ０ ， ３ ２ が 焼 き 付 く か 過 熱 す る
前 に エ ン ジ ン を 安 全 に 停 止 さ せ る た め に 必 要 な 手 順 を 系 統 立 っ て 行 う こ と が で き る 。 エ ン
ジ ン が 敵 の 空 域 で 軍 事 行 動 を 行 う 軍 用 機 に 動 力 を 供 給 し て い る 場 合 に は 、 乗 員 は 延 長 さ れ
た 動 作 時 間 を 利 用 し て 味 方 の 空 域 に 向 か っ て 進 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 、 並 列 流 れ の 構 成 を 示 し て い る が 、 図 ２ に 示 す 直 列 流 れ の 構 成 を 使 用 す る こ と も
で き る 。 直 列 流 れ の 構 成 で は 、 リ ザ ー バ ５ ０ へ の 供 給 管 路 ６ ２ と 潤 滑 剤 出 口 管 路 ６ ６ と が
、 軸 受 に 潤 滑 剤 を 供 給 す る 唯 一 の 手 段 で あ る 。 通 常 の 動 作 モ ー ド に お い て 、 軸 受 用 の 全 て
の 潤 滑 剤 が リ ザ ー バ ５ ０ を 横 切 っ て 流 れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ は 、 流 体 入 口 弁 ７ ２ が 非 受 動 型 弁 で あ る 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 し て い る 。 図 示 の
実 施 例 で は 、 非 受 動 型 弁 は 、 電 磁 弁 ７ ２ ｂ で あ る が 、 必 要 で あ る か ま た は 望 ま し い 場 合 に
は 調 整 弁 と す る こ と も で き る 。 潤 滑 剤 出 口 管 路 ６ ６ に は 弁 が 存 在 し な い 。 通 常 の 動 作 モ ー
ド で は 、 潤 滑 剤 入 口 逆 止 弁 ６ ４ ａ が 第 １ の 実 施 例 と 同 様 に 開 い て い る 。 電 磁 弁 ７ ２ ｂ は 、
閉 じ て い る 。 潤 滑 剤 は 、 入 口 ５ ４ を 通 っ て リ ザ ー バ ５ ０ に 流 入 す る と と も に 出 口 ５ ６ を 通
っ て 放 出 さ れ る 。 異 常 な 動 作 時 に は 、 異 常 に 低 い 潤 滑 剤 圧 力 に よ っ て 逆 止 弁 ６ ４ ａ が 閉 じ
る 。 制 御 装 置 ２ ６ が 、 電 磁 弁 ７ ２ ｂ に 周 期 的 に 開 閉 す る よ う に 指 令 を 与 え る 。 弁 ７ ２ ｂ が
開 く と 、 加 圧 さ れ た バ ッ フ ァ 空 気 ４ ２ が 予 備 の 潤 滑 剤 ５ ２ に 作 用 し て 、 潤 滑 剤 出 口 ５ ６ を
通 る よ う に 少 量 の 潤 滑 剤 を 押 し 出 す 。 弁 ７ ２ ｂ が 閉 じ る と 、 加 圧 さ れ た 潤 滑 剤 の 流 れ が 間
も な く 停 止 す る 。 本 実 施 例 で は 、 通 常 以 下 の 流 量 の 潤 滑 剤 の 放 出 は 間 欠 的 で あ る 。 し か し
、 弁 ７ ２ を 開 い た ま た は 部 分 的 に 開 い た 位 置 に 保 つ こ と に よ っ て 、 潤 滑 剤 を 通 常 以 下 の 流
量 で 連 続 的 に 放 出 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 述 の 実 施 例 で は 、 潤 滑 剤 入 口 弁 ６ ４ 、 流 体 入 口 弁 ７ ２ 、 （ 含 ま れ る 場 合 に は ） 潤 滑 剤
出 口 弁 ６ ８ 、 お よ び こ れ ら の 弁 の 調 整 さ れ た 動 作 に よ っ て 、 予 備 の 潤 滑 剤 ５ ２ が リ ザ ー バ
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５ ０ か ら 逆 流 す る の を 防 止 す る と と も に 、 異 常 な 動 作 モ ー ド に お い て 潤 滑 剤 を 通 常 以 下 の
流 量 で 放 出 す る た め の 有 効 な 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ は 、 リ ザ ー バ ５ ０ が 、 一 定 量 の 予 備 の 潤 滑 剤 ５ ２ を 保 持 す る タ ン ク で あ る 本 発 明 の
ま た 他 の 実 施 例 を 示 し て い る 。 こ の タ ン ク は 、 取 外 し 可 能 な キ ャ ッ プ ７ ８ に よ っ て 密 閉 さ
れ た 開 口 部 ７ ６ を 有 す る 。 保 守 技 術 者 は 、 エ ン ジ ン を 使 用 す る 前 に 上 記 開 口 部 を 介 し て タ
ン ク に 一 定 量 の 予 備 の 潤 滑 剤 ５ ２ を 投 入 す る 。 通 常 の 動 作 モ ー ド に お い て タ ン ク 内 に 一 定
量 の 潤 滑 剤 を 閉 じ 込 め る と と も に 、 異 常 な 動 作 モ ー ド に お い て 調 整 さ れ た 流 量 で タ ン ク か
ら 潤 滑 剤 を 放 出 さ せ る 手 段 が 提 供 さ れ て い る 。 図 示 の 変 形 例 で は 、 電 磁 弁 ７ ２ ｂ ま た は 他
の 非 受 動 型 弁 の 形 態 の 流 体 入 口 弁 ７ ２ が 、 一 定 量 の 予 備 の 潤 滑 剤 ５ ２ と バ ッ フ ァ 空 気 ４ ２
と を 選 択 的 に 連 通 さ せ る 。 逆 止 弁 ６ ８ ｂ と し て 示 さ れ る 潤 滑 剤 出 口 弁 ６ ８ は 、 出 口 管 路 ６
６ を 通 る 潤 滑 剤 の 放 出 を 調 整 す る 。 通 常 の 動 作 時 に は 、 両 方 の 弁 が 閉 じ ら れ 、 タ ン ク 内 に
一 定 量 の 潤 滑 剤 が 閉 じ 込 め ら れ る 。 異 常 な 動 作 時 に は 、 弁 ７ ２ ｂ が 開 く よ う に ま た は 周 期
的 に 開 閉 す る よ う に 指 令 を 受 け て 、 こ れ に よ り 加 圧 さ れ た バ ッ フ ァ 空 気 ４ ２ が タ ン ク 内 に
投 入 さ れ る と と も に 調 整 さ れ た 流 量 で 逆 止 弁 ６ ８ ｂ を 通 過 す る よ う に 潤 滑 剤 が 押 し 出 さ れ
る 。 他 の 変 形 例 は 、 図 １ と 同 様 の 弁 構 成 を 有 す る 。 流 体 入 口 弁 ７ ２ は 受 動 型 で あ り 、 潤 滑
剤 出 口 弁 ６ ８ は 非 受 動 型 で あ り 、 タ ン ク が 初 期 状 態 で 予 加 圧 さ れ た 一 定 量 の 潤 滑 剤 を 保 持
す る 。 通 常 の 動 作 時 に は 、 両 方 の 弁 が 閉 じ て い る 。 異 常 な 動 作 時 に は 、 非 受 動 型 の 潤 滑 剤
出 口 弁 が 、 初 期 の 予 加 圧 の 影 響 の 下 で 潤 滑 剤 の 調 整 さ れ た 放 出 を 行 う よ う に 、 制 御 装 置 の
指 令 に 応 答 し て 開 く か も し く は 周 期 的 に 開 閉 す る 。 潤 滑 剤 の 放 出 に よ っ て 、 タ ン ク 内 の 圧
力 が 減 少 し 、 こ の 圧 力 の 減 少 に よ っ て 受 動 型 の 流 体 入 口 弁 が 開 い て 十 分 な 加 圧 を 維 持 す る
た め に 加 圧 バ ッ フ ァ 空 気 が 流 入 可 能 と な る 。 他 の 変 形 例 は 、 流 体 入 口 弁 も し く は 潤 滑 剤 出
口 弁 で あ る 単 一 の 非 受 動 型 弁 の み を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ の 実 施 例 は 、 リ ザ ー バ ５ ０ 内 の 潤 滑 剤 を 連 続 的 に 補 給 し な い 。 し か し 、 潤 滑 剤 の 新
し さ は 、 保 守 技 術 者 に よ る タ ン ク の 定 期 的 な 排 出 お よ び 補 充 に よ っ て 確 実 に 得 ら れ る 。 使
い 捨 て 機 体 （ ｓ ｉ ｎ ｇ ｌ ｅ － ｕ ｓ ｅ 　 ｖ ｅ ｈ ｉ ｃ ｌ ｅ ） の エ ン ジ ン な ど の い く つ か の 用 途
で は 、 定 期 的 な 補 給 は 不 要 で あ り う る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 述 か ら 明 ら か で あ る よ う に 、 本 発 明 の 種 々 の 実 施 例 は 、 通 常 の 動 作 モ ー ド に お い て 軸
受 に 第 １ の 量 の 潤 滑 剤 を 供 給 す る 。 図 １ ， ３ ， ４ の 実 施 例 で は 、 こ の 第 １ の 量 は 、 主 潤 滑
流 路 ３ ６ を 通 っ て 流 れ る 量 と 潤 滑 剤 出 口 ５ ６ を 通 っ て 放 出 さ れ る 通 常 の 量 の 潤 滑 剤 の 総 計
で あ る 。 図 ２ の 実 施 例 で は 、 全 て の 潤 滑 剤 が リ ザ ー バ ５ ０ を 通 過 す る の で 、 第 １ の 量 は 、
出 口 ５ ６ を 通 っ て 放 出 さ れ る 潤 滑 剤 の 量 で あ る 。 第 １ の 量 の 潤 滑 剤 が 中 断 さ れ た 場 合 に 起
こ る 異 常 な 動 作 モ ー ド で は 、 本 発 明 は 、 第 ２ の 量 の 潤 滑 剤 の 放 出 を 可 能 と す る 。 こ の 第 ２
の 量 は 、 リ ザ ー バ ま た は タ ン ク ５ ０ か ら 放 出 さ れ る 量 で あ る 。 第 ２ の 量 は 、 通 常 の 動 作 モ
ー ド に お い て 放 出 さ れ る 通 常 の 量 よ り も 少 な い 通 常 以 下 の 量 で あ る 。 こ の 通 常 以 下 の 量 は
、 潤 滑 剤 の 間 欠 的 な 放 出 、 ま た は 潤 滑 剤 出 口 ５ ６ を 通 る 通 常 の 流 量 よ り も 少 な い 流 量 の 潤
滑 剤 の 連 続 的 な 放 出 に よ る こ と が で き る 。 図 ４ の 実 施 例 で は 、 第 ２ の 通 常 以 下 の 量 は 、 主
潤 滑 回 路 に よ っ て 供 給 さ れ る 量 よ り も 少 な い 量 で あ る 。 こ の 通 常 以 下 の 量 は 、 一 般 に 、 図
１ ～ 図 ３ の 実 施 例 に よ っ て 提 供 さ れ る 通 常 以 下 の 量 に 近 似 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 を 詳 細 な 実 施 例 を 参 照 し て 開 示 お よ び 説 明 し た が 、 当 業 者 で あ れ ば 分 か る よ う に
、 請 求 項 に 記 載 の 本 発 明 か ら 逸 脱 せ ず に 形 態 お よ び 詳 細 に 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 非 常 潤 滑 装 置 の 例 示 的 な 実 施 例 を 示 す タ ー ビ ン エ ン ジ ン の 概 略 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 主 潤 滑 流 路 と 直 列 に 配 列 さ れ た 図 １ と 同 様 の 非 常 潤 滑 装 置 を 示 す 概 略 説 明 図 で あ
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る 。
【 図 ３ 】 他 の 弁 配 列 を 有 す る 図 １ と 同 様 の 非 常 潤 滑 装 置 を 示 す 概 略 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 潤 滑 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 す 概 略 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ ０ … ガ ス タ ー ビ ン エ ン ジ ン
　 １ ２ … 低 圧 圧 縮 機
　 １ ４ … 高 圧 圧 縮 機
　 １ ６ … 燃 焼 器
　 １ ８ … 高 圧 タ ー ビ ン
　 ２ ０ … 低 圧 タ ー ビ ン
　 ２ ２ … 低 速 シ ャ フ ト
　 ２ ４ … 高 速 シ ャ フ ト
　 ２ ６ … エ ン ジ ン 制 御 装 置
　 ３ ０ … 軸 受
　 ３ ２ … シ ャ フ ト 間 の 軸 受
　 ３ ４ … 軸 受 室
　 ３ ６ … 主 潤 滑 流 路
　 ３ ８ … 作 動 媒 体 流 体 用 の 環 状 流 路
　 ４ ０ … 中 心 軸
　 ４ ２ … バ ッ フ ァ 空 気
　 ５ ０ … リ ザ ー バ
　 ５ ２ … 予 備 の 量 の 潤 滑 剤
　 ５ ４ … 潤 滑 剤 入 口
　 ５ ６ … 潤 滑 剤 出 口
　 ５ ８ … 流 体 入 口
　 ６ ２ … 潤 滑 剤 供 給 管 路
　 ６ ４ … 潤 滑 剤 入 口 弁
　 ６ ４ ａ … 逆 止 弁
　 ６ ６ … 潤 滑 剤 出 口 管 路
　 ６ ８ … 潤 滑 剤 出 口 弁
　 ６ ８ ａ … 電 磁 弁
　 ７ ０ … 流 体 供 給 管 路
　 ７ ２ … 流 体 入 口 弁
　 ７ ２ ａ … 逆 止 弁 　
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(10) JP 2005-61399 A 2005.3.10



フロントページの続き

(72)発明者  ジェー．アクセル　グラーン
            アメリカ合衆国，コネチカット，マンチェスター，メドーブルック　ドライブ　３７９

(11) JP 2005-61399 A 2005.3.10


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

